
○山口大学大学院医学系研究科規則

(昭和42年7月11日規則第31号)
改正 昭和46年5月11日規則第17号 昭和47年1月18日規則第34号 昭和48年3月20日規則第57号

昭和51年6月8日規則第24号 昭和51年7月13日規則第38号 昭和55年7月8日規則第55号

昭和56年4月21日規則第26号 昭和58年5月10日規則第54号 昭和62年6月9日規則第23号

昭和63年3月8日規則第11号 平成5年4月13日規則第32号 平成6年3月8日規則第13号

平成6年9月13日規則第38号 平成8年4月1日規則第42号 平成8年5月13日規則第64号

平成9年3月24日規則第24号 平成12年4月20日規則第63号 平成13年3月28日規則第68号

平成16年4月1日規則第226号 平成17年3月17日規則第35号 平成18年3月31日規則第87号

平成19年3月28日規則第69号 平成20年1月21日規則第2号 平成20年3月25日規則第66号

平成21年3月25日規則第27号 平成22年3月30日規則第46号 平成23年3月30日規則第26号

平成23年9月30日規則第71号 平成24年3月30日規則第63号 平成25年3月29日規則第23号

平成25年9月30日規則第125号 平成27年3月24日規則第93号 平成28年3月24日規則第105号

平成29年5月30日規則第71号 平成30年3月30日規則第51号 平成30年7月6日規則第78号

(趣旨)

第1条　この規則は，山口大学大学院学則(昭和42年規則第26号。以下「大学院学

則」という。)に基づき，山口大学大学院医学系研究科(以下「本研究科」とい

う。)における必要な事項を定める。

(教育研究上の目的)

第1条の2　本研究科は，医学・保健学領域において，時代にあった社会のニーズに

対応するため，専門的な知識・技術並びに豊かな人間性及び高度な倫理観を培う

とともに，学際的連携を通して健康の増進及び医学・保健学の発展に世界的に貢

献できる人材を育成することを目的とする。

(専攻及び領域等)

第2条　本研究科に，次の専攻及び領域を置く。

医学博士課程

医学専攻 　人体機能統御学領域，高次神経科学領域，脳・神経病態制御医学
領域，生体侵襲解析・制御医学領域，医療環境統御医学領域，構造
解析病態医学領域，生殖・発達医科学領域，上皮情報解析医科学領
域，生体情報医科学領域，医療情報解析学領域，生体シグナル解析
医学領域，器官制御医科学領域，先端分子応用医科学領域

博士前期課程・博士後期課程

保健学専攻 　看護学領域，生体情報検査学領域

(附属再生医療教育研究センター)

第2条の2　本研究科に，附属再生医療教育研究センターを置く。

2　附属再生医療教育研究センターに関し必要な事項は，別に定める。

(医学系研究科・医学部附属病院AIシステム医学・医療研究教育センター)

第2条の3　本研究科に，医学系研究科・医学部附属病院AIシステム医学・医療研究

教育センターを置く。

2　医学系研究科・医学部附属病院AIシステム医学・医療研究教育センターに関し

必要な事項は，別に定める。

(専攻長)

第3条　各専攻に専攻長を置く。

2　医学専攻長は山口大学医学部医学科長，保健学専攻長は山口大学医学部保健学

科長をもって充てる。

(指導教員)

第4条　学生の研究及び論文指導のため，指導大学教育職員(以下「指導教員」とい

う。)を置く。

(入学者の選考)

第5条　入学者の選考方法は，別に定める。



(進学者の選考)

第6条　博士前期課程を修了し，引き続き博士後期課程に進学する者の選考方法

は，別に定める。

(医療人養成コース)

第6条の2　本研究科に，高度な研究能力又高度な技術を備えた，医療における専門

職業人を養成するため，専門医等専門医療人養成コース(以下「医療人養成コー

ス」という。)として，次のコースを置く。

医学博士課程

　医学専攻

　がん専門医養成コース

　慢性痛管理学アドバンスコース

博士前期課程

　保健学専攻

　高度実践看護師(急性・重症患者看護専門看護師)養成コース

　高度実践看護師(がん看護専門看護師)養成コース

　臨床培養士(再生医療・細胞療法)養成コース

博士後期課程

　保健学専攻

　医科学者(再生医療・細胞療法)養成コース

2　医療人養成コースに関する事項は，この規則で定めるもののほか，別に定め

る。

(高度学術医育成コース)

第6条の3　本研究科に，法医学その他の社会的要請の強い分野における研究医を養

成することを目的とする学部教育及び大学院教育を一貫した高度学術医育成コー

スを置く。

2　高度学術医育成コースに関する事項は，別に定める。

(授業科目及び単位数)

第7条　本研究科の各専攻における授業科目及び単位数は，別表第1及び別表第2の

とおりとする。

2　授業科目の教授内容，履修方法及び研究指導については，別に定める。

(単位の計算)

第8条　各授業科目の単位の計算は，大学院学則第16条の定めるところによる。こ

の場合において，次の各号に掲げる授業にあっては，それぞれ当該各号に定める

ところにより単位数を計算するものとする。

(1)　講義　15時間の授業をもって1単位

(2)　演習　15時間又は30時間の授業をもって1単位

(3)　実験・実習　45時間の授業をもって1単位
第9条　削除
(他の研究科，他の大学院又は外国の大学院の授業科目の履修等)

第10条　学生は，指導教員が必要と認めるときは，他の研究科の授業科目を当該他

の研究科長の許可を得て履修することができる。

2　学生は，研究科長の許可を得て，他の大学院又は外国の大学院の授業科目を履

修することができる。この場合において，研究科長は，あらかじめ当該他の大学

院又は外国の大学院との間において必要な事項について，協議しなければならな

い。

3　前2項の規定により修得した単位数は，医学博士課程にあっては6単位，博士前

期課程にあっては10単位を限度として，本研究科の課程修了の要件となる単位と



して認めることができる。

4　前項の規定により本研究科の課程修了の要件として認定することができる単位

数は，次条第2項の規定により本研究科の課程修了の要件として認定した単位と

合わせて，医学博士課程にあっては6単位，博士前期課程にあっては14単位を超

えないものとする。

5　他の研究科，他の大学院又は外国の大学院の授業科目を履修して修得した単位

の単位認定の取扱いについては，この規則に定めるもののほか，別に定める。

(入学前の既修得単位の認定)

第10条の2　学生が本研究科に入学する前に本研究科，他の研究科，他の大学院又

は外国の大学院において修得した単位(本研究科，他の研究科，他の大学院又は

外国の大学院において科目等履修生として修得した単位を含む。)を本研究科の

授業科目の履修により修得した単位として認定を受けようとするときは，研究科

長に願い出るものとする。

2　前項の規定により認定した単位数は，医学博士課程にあっては6単位，博士前期

課程にあっては10単位を限度として，本研究科の課程修了の要件となる単位とし

て認めることができる。

3　前項の規定により本研究科の課程修了の要件として認定することができる単位

数は，前条第3項の規定により本研究科の課程修了の要件として認定した単位数

と合わせて医学博士課程にあっては6単位を，博士前期課程にあっては14単位を

超えないものとする。

4　本研究科に入学する前に修得した単位の単位認定の取扱いについては，この規

則に定めるもののほか，別に定める。

(他の大学院又は研究所等における研究指導)

第11条　学生は，研究科長の許可を得て，他の大学院又は研究所等において必要な

研究指導を受けることができる。ただし，博士前期課程にあっては，当該研究指

導を受ける期間は，1年を超えないものとする。

2　前項の場合において，研究科長は，あらかじめ当該大学院又は研究所等との間

において必要な事項について，協議しなければならない。

(教育方法の特例)

第12条　教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又

は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことが

できる。

2　前項の規定の適用は，別表第1及び別表第2に掲げる教育方法の特例欄に定め

る。

(単位の修得)

第13条　履修授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告により担当教員が行

うものとする。

2　前項の規定にかかわらず，特に認められた授業科目については，平素の成績等

により単位修得を認定することがある。

(成績評価)

第14条　履修授業科目の成績は，秀，優，良，可及び不可の評語をもって表し，

秀，優，良，可を合格，不可を不合格とする。

(学位)

第15条　学位論文の審査及び最終試験に関しては，山口大学学位規則(昭和42年規

則第27号)の定めるところによる。

(転入学及び再入学)



第16条　他の大学院からの転入学を志願する者又は本研究科の退学者で再入学を志

願する者があるときは，医学系研究科教授会(以下「教授会」という。)で審査の

上，許可することがある。この場合において，転入学又は再入学を許可された者

の既修得単位は，これを認める。

(雑則)

第17条　この規則に定めるもののほか，本研究科に関し必要な事項は，教授会の意

見を聴いて，研究科長が定める。

附　則

この規程は，昭和42年7月11日から施行し，昭和42年4月1日から適用する。ただ

し，第3条第1項第4号中内科系内科学第三講座は，昭和42年6月1日から適用する。

附　則(昭和46年5月11日規則第17号)

この規程は，昭和46年5月11日から施行し，昭和44年4月1日から適用する。

附　則(昭和47年1月18日規則第34号)

この規程は，昭和47年1月18日から施行し，昭和46年4月1日から適用する。

附　則(昭和48年3月20日規則第57号)

この規程は，昭和48年3月20日から施行し，昭和47年5月1日から適用する。

附　則(昭和51年6月8日規則第24号)

この規程は，昭和51年6月8日から施行し，昭和50年4月1日から適用する。

附　則(昭和51年7月13日規則第38号)

この規程は，昭和51年7月13日から施行し，昭和51年5月10日から適用する。ただ

し，第3条第2項別表については，昭和51年4月1日から適用する。

附　則(昭和55年7月8日規則第55号)

1　この規程は，昭和55年7月8日から施行し，昭和55年4月1日から適用する。

2　昭和54年度以前の医学研究科入学者については，改正後の規程第5条及び別表の

規定にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(昭和56年4月21日規則第26号)

この規程は，昭和56年4月21日から施行し，昭和56年4月1日から適用する。

附　則(昭和58年5月10日規則第54号)

この規程は，昭和58年5月10日から施行し，昭和58年4月1日から適用する。

附　則(昭和62年6月9日規則第23号)

1　この規程は，昭和62年6月9日から施行し，昭和62年5月21日から適用する。ただ

し，別表の改正規定については，昭和62年4月1日から適用する。

2　この規程施行の際，在学している者で，現に「麻酔学特論」の単位を修得して

いるものについては，改正後の規程別表の「麻酔・蘇生学特論」の単位を修得し

たものとみなす。

附　則(昭和63年3月8日規則第11号)

1　この規程は，昭和63年4月1日から施行する。

2　改正後の規程第6条の規定は，昭和63年度入学者から適用し，昭和62年度以前の

入学者については，なお従前の例による。



附　則(平成5年4月13日規則第32号)

この規程は，平成5年4月13日から施行し，この規程による改正後の山口大学大学

院医学研究科規程の規定は，平成5年4月1日から適用する。

附　則(平成6年3月8日規則第13号)

この規程は，平成6年3月8日から施行し，この規程による改正後の山口大学大学

院医学研究科規程の規定は，平成5年4月1日から適用する。

附　則(平成6年9月13日規則第38号)

この規程は，平成6年9月13日から施行し，この規程による改正後の山口大学大学

院医学研究科規程の規定は，平成6年6月24日から適用する。

附　則(平成8年4月1日規則第42号)

この規程は，平成8年4月1日から施行する。

附　則(平成8年5月13日規則第64号)

この規程は，平成8年5月13日から施行し，この規程による改正後の山口大学大学

院医学研究科規程の規定は，平成8年5月11日から適用する。

附　則(平成9年3月24日規則第24号)

1　この規程は，平成9年4月1日から施行する。

2　平成9年3月31日以前の入学者は，改正後の第8条の規定にかかわらず，なお従前

の例による。

附　則(平成12年4月20日規則第63号)

1　この規程は，平成12年4月20日から施行し，この規程による改正後の山口大学大

学院医学研究科規程の規定は，平成12年4月1日から適用する。

2　平成12年3月31日以前の入学者の専攻，授業科目及び単位数，履修方法並びに教

育方法の特例は，改正後の第3条，第5条，第8条及び第9条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。

3　山口大学大学院医学研究科運用内規(昭和48年3月31日制定)は，廃止する。

附　則(平成13年3月28日規則第68号)

1　この規程は，平成13年4月1日から施行する。

2　平成13年3月31日以前の入学者の専攻及び研究領域等，授業科目及び単位数並び

に教育方法の特例は，改正後の第3条及び別表の規定にかかわらず，なお従前の

例による。

附　則(平成16年4月1日規則第226号)

1　この規則は，平成16年4月1日から施行する。

2　平成16年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数は，この規則による改正後

の山口大学大学院医学研究科規則別表(第7条，第9条，第12条関係)の規定にかか

わらず，なお従前の例による。

附　則(平成17年3月17日規則第35号)

1　この規則は，平成17年4月1日から施行する。

2　平成17年3月31日以前の入学者の教育方法の特例及び成績評価は，この規則によ

る改正後の山口大学大学院医学系研究科規則別表(第7条，第9条，第12条関係)及

び第14条の規定にかかわらず，なお従前の例による。



附　則(平成18年3月31日規則第87号)

1　この規則は，平成18年4月1日から施行する。

2　平成18年3月31日以前の入学者の専攻，領域等，授業科目，単位数，履修方法及

び教育方法の特例は，この規則による改正後の山口大学大学院医学系研究科規則

第2条，第7条，第9条，第12条及び別表第1(第7条，第9条，第12条関係)の規定に

かかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成19年3月28日規則第69号)

1　この規則は，平成19年4月1日から施行する。

2　平成19年3月31日に保健学専攻修士課程の次表左欄の研究分野に在学し，平成19

年4月1日に引き続き同専攻に在学する者(博士後期課程に進学する者を除く。)

は，平成19年4月1日から保健学専攻博士前期課程の同表右欄の領域に在学するも

のとする。

看護学研究分野(基礎・地域看護学研究領
域，臨床看護学研究領域)

看護学領域

生体情報検査学研究分野 生体情報検査学領域

3　平成19年3月31日以前の入学者の他の研究科又は他の大学院の授業科目の履修等

は，この規則による改正後の山口大学大学院医学系研究科規則第10条の規定にか

かわらず，なお従前の例による。

附　則(平成20年1月21日規則第2号)

この規則は，平成20年1月21日から施行する。

附　則(平成20年3月25日規則第66号)

1　この規則は，平成20年4月1日から施行する。

2　平成20年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数，所定の単位数及び履修方

法は，この規則による改正後の山口大学大学院医学系研究科規則第9条，別表第1

及び別表第2の規定にかかわらず，なお従前の例による。

3　前項の規定にかかわらず，平成20年3月31日以前の入学者(保健学専攻博士前期

課程及び博士後期課程の入学者を除く。)の授業科目及び単位数については，従

前の表に別表第2のがん専門医養成コースの医学博士課程の表を加えたものを適

用する。

附　則(平成21年3月25日規則第27号)

1　この規則は，平成21年4月1日から施行する。

2　平成21年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数は，この規則による改正後

の山口大学大学院医学系研究科規則別表第1(第7条，第9条，第12条関係)の規定

にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成22年3月30日規則第46号)

1　この規則は，平成22年4月1日から施行する。

2　平成22年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数は，この規則による改正後

の山口大学大学院医学系研究科規則別表第1(第7条，第9条，第12条関係)の規定

にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成23年3月30日規則第26号)

1　この規則は，平成23年4月1日から施行する。

2　平成23年3月31日以前の入学者の医療人養成コース，授業科目及び単位数，単位

の計算並びに所定の単位数及び履修方法は，この規則による改正後の山口大学大



学院医学系研究科規則第6条の2，第8条，第9条，別表第1(第7条，第9条，第12条

関係)及び別表第2(第7条，第9条，第12条関係)の規定にかかわらず，なお従前の

例による。

附　則(平成23年9月30日規則第71号)

1　この規則は，平成23年10月1日から施行する。

2　平成23年9月30日以前の入学者の所定の単位数及び履修方法は，この規則による

改正後の山口大学大学院医学系研究科規則第9条の規定にかかわらず，なお従前

の例による。

附　則(平成24年3月30日規則第63号)

1　この規則は，平成24年4月1日から施行する。

2　平成24年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数は，この規則による改正後

の山口大学大学院医学系研究科規則別表第1(第7条，第9条，第12条関係)の規定

にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成25年3月29日規則第23号)

1　この規則は，平成25年4月1日から施行する。

2　平成25年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数は，この規則による改正後

の山口大学大学院医学系研究科規則別表第1(第7条，第9条，第12条関係)及び別

表第2(第7条，第9条，第12条関係)の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成25年9月30日規則第125号)

この規則は，平成25年10月1日から施行する。

附　則(平成27年3月24日規則第93号)

1　この規則は，平成27年4月1日から施行する。

2　平成27年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数は，この規則による改正後

の山口大学大学院医学系研究科規則別表第1(第7条，第9条，第12条関係)の規定

にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成28年3月24日規則第105号)

1　この規則は，平成28年4月1日から施行する。

2　平成28年3月31日以前の入学者の教育研究上の目的，専攻及び領域等，医療人養

成コース，授業科目及び単位数，単位の計算，所定の単位数及び履修方法，他の

研究科，他の大学院又は外国の大学院の授業科目の履修等，入学前の既修得単位

の認定並びに教育職員の免許は，この規則による改正後の山口大学大学院医学系

研究科規則第1条の2，第2条，第6条の2，第7条，第8条，第9条，第10条，第10条

の2，別表第1(第7条，第12条関係)及び別表第2(第7条，第12条関係)の規定にか

かわらず，なお従前の例による。

附　則(平成29年5月30日規則第71号)

1　この規則は，平成29年5月30日から施行し，この規則による改正後の山口大学大

学院医学系研究科規則(以下「改正後規則」という。)の規定は，平成29年4月1日

から適用する。ただし，改正後規則別表第1(第7条，第12条関係)の(1)医学博士

課程の専門科目の社会医学系科目群の欄中「医学教育学特論I(2単位)」及び「医

学教育学特論II(2単位)」については，平成28年4月1日から適用する。

2　平成29年3月31日以前の入学者の授業科目及び単位数は，改正後規則別表第1(第

7条，第12条関係)の規定にかかわらず，なお従前の例による。



3　前項の規定において，平成28年度の入学者(保健学専攻博士前期課程及び博士後

期課程の入学者を除く。)の専門科目の授業科目のうち，「医学教育学特論I(2単

位)」及び「医学教育学特論II(2単位)」については，社会医学系科目群として取

り扱うものとする。

附　則(平成30年3月30日規則第51号)

1　この規則は，平成30年4月1日から施行し，第2条の規定による改正後の山口大学

大学院医学系研究科規則の規定は，平成29年4月1日から適用する。

2　平成30年3月31日以前の入学者の授業科目，単位数及び教育方法の特例は，この

規則による改正後の山口大学大学院医学系研究科規則(以下「改正後規則」とい

う。)別表第1(第7条，第12条関係)の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成30年7月6日規則第78号)

この規則は，平成30年7月6日から施行し，この規則による改正後の山口大学大学

院医学系研究科規則の規定は，平成30年4月1日から適用する。

別表第1(第7条，第12条関係)
授業科目及び単位数

(1)　医学博士課程

医学専攻

科目区分 授業科目の名称 単位数
教育方法
の特例

専攻共通
科目

研究者行動規範特論 1 適用

知的財産特論 1

サイエンティフィック・ライティング 1

プレゼンテーション特論 1

最先端医学研究科目 2

医学共通基礎科目 2

医学倫理学特論 2

トランスレーショナルリサーチ特論 2

トランスレーショナルリサーチ演習 2

学外特別研修 0

専門科目 基礎
医学
系科
目群

器官解剖学特論I 2 適用

器官解剖学特論II 2

機能神経解剖学特論I 2

機能神経解剖学特論II 2

生体機能分子制御学特論I 2

生体機能分子制御学特論II 2

システム神経科学特論I 2

システム神経科学特論II 2

プロテオーム・蛋白機能制御学特論I 2

プロテオーム・蛋白機能制御学特論II 2

医化学特論I 2

医化学特論II 2

分子薬理学特論I 2

分子薬理学特論II 2

病理形態学特論I 2



病理形態学特論II 2

分子病理学特論I 2

分子病理学特論II 2

ゲノム・機能分子解析学特論I 2

ゲノム・機能分子解析学特論II 2

免疫学特論I 2

免疫学特論II 2

ゲノム創薬学特論I 2

ゲノム創薬学特論II 2

社会
医学
系科
目群

環境保健医学特論I 2

環境保健医学特論II 2

環境統御健康医学特論I 2

環境統御健康医学特論II 2

法医・生体侵襲解析医学特論I 2

法医・生体侵襲解析医学特論II 2

医学教育学特論I 2

医学教育学特論II 2

システムバイオインフォマティクス特
論I

2

システムバイオインフォマティクス特
論II

2

臨床
医学
系科
目群

消化器病態内科学特論I 2

消化器病態内科学特論II 2

器官病態内科学特論I 2

器官病態内科学特論II 2

呼吸器・感染症内科学特論I 2

呼吸器・感染症内科学特論II 2

病態制御内科学特論I 2

病態制御内科学特論II 2

臨床
医学
系科
目群

神経内科学特論I 2

神経内科学特論II 2

高次脳機能病態学特論I 2

高次脳機能病態学特論II 2

小児科学特論I 2

小児科学特論II 2

器官病態外科学特論I 2

器官病態外科学特論II 2

消化器・腫瘍外科学特論I 2

消化器・腫瘍外科学特論II 2

整形外科学特論I 2

整形外科学特論II 2

皮膚科学特論I 2

皮膚科学特論II 2

泌尿器科学特論I 2

泌尿器科学特論II 2

眼科学特論I 2



眼科学特論II 2

耳鼻咽喉科学特論I 2

耳鼻咽喉科学特論II 2

放射線医学特論I 2

放射線医学特論II 2

放射線治療学特論I 2

放射線治療学特論II 2

産科婦人科学特論I 2

産科婦人科学特論II 2

麻酔・蘇生・疼痛管理学特論I 2

麻酔・蘇生・疼痛管理学特論II 2

脳神経外科学特論I 2

脳神経外科学特論II 2

歯科口腔外科学特論I 2

歯科口腔外科学特論II 2

臨床検査・腫瘍学特論I 2

臨床検査・腫瘍学特論II 2

救急・総合診療医学特論I 2

救急・総合診療医学特論II 2

医療情報判断学特論I 2

医療情報判断学特論II 2

臨床薬理学特論I 2

臨床薬理学特論II 2

特別研究 8 適用

(2)　博士前期課程

保健学専攻

領域 授業科目の名称 単位数
教育方法
の特例

看護学 基礎看護学特論 2 適用

基礎看護学演習 2

看護教育学特論 2

看護教育学演習 2

病態生理機能学特論 2

病態生理機能学演習 2

地域看護学特論I 2

地域看護学演習I 2

地域看護学特論II 2

地域看護学演習II 2

医療行動科学特論 2

医療行動科学演習 2

臨床治療管理学特論 2

ストレスと危機理論 2

クリティカルケア看護学特論I 6

クリティカルケア看護学特論II 2

クリティカルケア看護学特論III 2

クリティカルケア看護学演習 2



クリティカルケア看護学実習I 3

クリティカルケア看護学実習II 3

クリティカルケア看護学実習III 4

がん病態生理学特論 2

がん看護理論特論 2

がん看護援助特論 2

がん緩和ケア学特論I 2

がん緩和ケア学特論II 2

がん緩和ケア学特論III 2

がん緩和ケア学特論IV 2

がん看護学実習I 2

がん看護学実習II 2

がん看護学実習III 2

がん看護学実習IV 2

がん看護学実習V 2

成人看護学特論 2

成人看護学演習 2

精神看護学特論 2

精神看護学演習 2

母性看護学特論 2

母性看護学演習 2

小児看護学特論 2

小児看護学演習 2

遺伝看護学特論 2

遺伝看護学演習 2

老年看護学特論 2

老年看護学演習 2

生体情報検査学 分子細胞解析学特論 2 適用

分子細胞解析学演習 2

細胞情報解析学特論 2

細胞情報解析学演習 2

病原体情報解析学特論 2

病原体情報解析学演習 2

高次神経情報科学特論 2

高次神経情報科学演習 2

遺伝情報検査学特論 2

遺伝情報検査学演習 2

検査診断情報学特論 2

検査診断情報学演習 2

機能情報解析学特論 2

機能情報解析学演習 2

臨床画像診断学特論 2

臨床画像診断学演習 2

病態応用検査学特論 2

病態応用検査学演習 2

再生医療・細胞療法学特論I 1

再生医療・細胞療法学演習I 1



再生医療・細胞療法学特論II 1

再生医療・細胞療法学演習II 1

共通科目 医療倫理学特論 2 適用

医療情報学特論 2

看護倫理学特論 2

医療コミュニケーション特論 2

国際保健・医療特論ヘルスプロモーシ
ョン特論

2

発達心理学特論 2

性差医療学特論 2

遺伝医療学特論 2

看護学研究方法特論 2

生体情報学研究方法特論 2

看護管理学特論 2

看護理論特論 2

人間存在とライフステージ 2

コンサルテーション論 2

フィジカルアセスメント特論 2

臨床薬理学特論 2

特別研究 10 適用

(3)　博士後期課程

保健学専攻

領域 授業科目の名称 単位数
教育方法
の特例

看護学 基礎看護学特講(後) 2 適用

基礎看護学演習(後) 2

地域保健看護学特講 2

地域保健看護学演習 2

高度侵襲医療看護学特講 2

高度侵襲医療看護学演習 2

母子発達・遺伝看護学特講 2

母子発達・遺伝看護学演習 2

老年生活機能看護学特講 2

老年生活機能看護学演習 2

生体情報検査学 細胞情報応用解析学特講 2 適用

細胞情報応用解析学演習 2

病態情報解析学特講 2

病態情報解析学演習 2

共通科目 探索的医療情報解析学特講 2 適用

比較文化保健医療学特講 2

特別研究 6 適用

別表第2(第7条，第12条関係)
授業科目及び単位数

1　がん専門医養成コース

医学博士課程

コース 授業科目 単位数
教育方法
の特例



内科系腫瘍専門医コ
ース

研究方法論応用 1 適用

悪性腫瘍の管理と治療 1

医療倫理 0.5

医療対話学(コミュニケーションス
キル)

0.5

がんチーム医療実習 0.5

医療情報学(腫瘍学における情報シ
ステム)

0.5

がんのベーシックサイエンス・臨床
薬理学

1

がん臨床検査・病理・放射線診断学 0.5

臓器別がん治療各論 2

がん緩和治療 0.5

化学療法演習 1

緩和医療演習 1

放射線療法演習 1

キャンサーボード演習 1

造血器腫瘍特論 6

造血器腫瘍演習 6

消化器がん特論 6

消化器がん演習 6

皮膚がん特論 6

皮膚がん演習 6

臨床腫瘍学研究演習 6

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(がんゲノム医療)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(小児・AYA世代がん)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(希少がん)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(高齢者がん)

1

外科系腫瘍専門医コ
ース

研究方法論応用 1

悪性腫瘍の管理と治療 1

医療倫理 0.5

医療対話学(コミュニケーションス
キル)

0.5

がんチーム医療実習 0.5

医療情報学(腫瘍学における情報シ
ステム)

0.5

がんのベーシックサイエンス・臨床
薬理学

1

がん臨床検査・病理・放射線診断学 0.5

臓器別がん治療各論 2

がん緩和治療 0.5

化学療法演習 1

緩和医療演習 1

放射線療法演習 1

キャンサーボード演習 1

消化器がん特論 6



消化器がん演習 6

頭頸部がん特論 6

頭頸部がん演習 6

骨軟部腫瘍特論 6

骨軟部腫瘍演習 6

皮膚がん特論 6

皮膚がん演習 6

泌尿器科がん特論 6

泌尿器科がん演習 6

婦人科がん特論 6

婦人科がん演習 6

肺がん特論 6

肺がん演習 6

乳がん特論 6

乳がん演習 6

脳腫瘍特論 6

脳腫瘍演習 6

腫瘍外科学研究演習 6

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(がんゲノム医療)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(小児・AYA世代がん)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(希少がん)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(高齢者がん)

1

放射線腫瘍専門医コ
ース

研究方法論応用 1

悪性腫瘍の管理と治療 1

医療倫理 0.5

医療対話学(コミュニケーションス
キル)

0.5

がんチーム医療実習 0.5

医療情報学(腫瘍学における情報シ
ステム)

0.5

がんのベーシックサイエンス・臨床
薬理学

1

がん臨床検査・病理・放射線診断学 0.5

臓器別がん治療各論 2

がん緩和治療 0.5

化学療法演習 1

緩和医療演習 1

放射線療法演習 1

キャンサーボード演習 1

放射線治療学特論 6

放射線治療学演習 6

放射線治療学研究演習 6

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(がんゲノム医療)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(小児・AYA世代がん)

1



多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(希少がん)

1

多様な新ニーズに対応する高度がん
特論(高齢者がん)

1

2　慢性痛管理学アドバンスコース

医学博士課程

コース 授業科目 単位数
教育方法
の特例

慢性痛管理学アドバ
ンスコース

疼痛基礎学 1 　

各種疼痛と評価法 2

慢性痛治療法 2

難治性疼痛
}3

緩和ケア・チーム医療


